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で
は
、「
昨
年
、
世
界
的
な
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

蔓
延
に
よ
り
日
本
国
内
に
お
い

て
も
外
出
自
粛
の
徹
底
が
呼
び

か
け
ら
れ
人
流
の
７
割
、
８
割

削
減
等
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
他
新
し
い

生
活
様
式
が
提
案
さ
れ
る
等
今

に
続
く
長
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
闘
い
が
始
ま

り
、
組
合
の
事
業
活
動
で
は
、

１
月
の
賀
詞
交
換
会
の
開
催
以

降
、
安
全
祈
願
、
４
役
会
、
理

事
・
支
部
長
合
同
会
議
等
の
諸

会
議
の
開
催
を
自
粛
、
５
月
の
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東
京
都
に
４
回
目
の
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
に

対
応
し
て
、
総
会
は
縮
小
し
て

の
開
催
と
な
り
、当
日
は
理
事
・

監
事
役
員
の
一
部
が
対
面
で
出

席
し
他
の
会
員
は
書
面
及
び
代

理
出
席
の
形
を
と
り
、
提
出
さ

れ
た
書
面
決
議
書
を
踏
ま
え
て

審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
第
１
号
議
案
・

令
和
２
年
度
事
業
報
告
、
第
２

号
議
案
・
令
和
２
年
度
収
支
決

算
報
告
及
び
余
剰
金
処
分
案
・

監
査
報
告
、
第
３
号
議
案
・
令

和
３
年
度
事
業
計
画
案
、
第
４

号
議
案
・
令
和
３
年
度
収
支
予

算
案
他
第
５
号
議
案
出
資
引

受
標
準
口
数
案
、
第
６
合
議

案
・
借
入
金
の
最
高
限
度
額
案

等
全
12
議
案
が
審
議
承
認
さ
れ

た
。
第
１
号
議
案
の
事
業
報
告

令
和
３
年
度
第
63
回
通
常
総
会

　
　

コ
ロ
ナ
渦
に
よ
り
縮
小
開
催

　

後
日
開
催
の
臨
時
総
会
・
臨
時
理
事
会
で
役
員
改
選

東京都タイル煉瓦工事工業協
同組合はタイル工事の需要喚
起と適正価格（値戻し）のた
めに努力します。
　１．タイルは住環境を豊かにします。
　２．高品質確保のために適正価格を求め
　　　ます。

若い
技能工の育成を！
輝く未来へ

協同組合

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合
の
令
和
３
年
度
第
63
回
通
常
総
会
を

６
月
10
日
（
水
）
に
組
合
事
務
所
会
議
室
に
て
開
催
し
た
。

　
（
一
社
）
日
タ
煉
は
５
月
13

日
（
木
）
東
京
市
ヶ
谷
の
全
国

左
官
タ
イ
ル
塗
装
業
国
民
健
康

保
険
組
合
「
こ
く
ほ
21
」
２
階

会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
第
９
回
定
時
総
会
を
開
催
し

た
。
総
会
で
は
、
令
和
２
年
度

の
事
業
報
告
、収
支
決
算
報
告
、

令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
等
が
審
議
承
認
さ

れ
た
の
を
始
め
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
理

事
26
名
・
監
事
３
名
が
選
任
さ

れ
た
。

 

後
日
、
書
面
決
議
で
臨
時
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
大
野
繁
幸

会
長
（
神
奈
川
）
の
続
投
が
決

ま
っ
た
。
当
組
合
関
係
で
は
、

瀧
山
理
事
長
が
副
会
長
に
再
任

さ
れ
、
葭
原
副
理
事
長
、
上
島

副
理
事
長
、
堀
越
理
事
が
理
事

役
員
に
再
任
さ
れ
て
い
る
。

　

総
会
終
了
後
、
日
タ
煉
会
長

表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
日
タ

煉
役
員
功
労
表
彰
と
し
て
、
葭

原
副
理
事
長
に
日
タ
煉
会
長
表

彰
が
贈
ら
れ
た
。
日
タ
煉
役
員

功
労
表
彰
で
は
他
に
東
タ
築
の

森
井
政
明
理
事
長
が
受
賞
、
ま

た
、
こ
の
日
の
総
会
を
も
っ
て

退
任
と
な
っ
た
東
タ
築
の
重
田

功
弥
前
理
事
長
に
退
任
役
員
功

労
表
彰
が
日
タ
煉
大
野
会
長
よ

り
贈
ら
れ
た
。

（
一
社
）
日
タ
煉　

第
９
回
定
時
総
会
を
開
催

葭
原
副
理
事
長
に
日
タ
煉
会
長
表
彰

選任された役員
役職 氏　名 所属支部

再 理事長 瀧山　有二 豊島支部

再 副理事長 葭原　隆雄 豊島支部

再 〃 上島　康秀 豊島支部

再 理　事 狩野　明彦 新宿・杉並支部

再 〃 突川　雄太 練馬・板橋支部

再 〃 土屋　　浩 練馬・板橋支部

再 〃 伊藤　　徹 練馬・板橋支部

再 〃 堀越　孝志 豊島支部

再 〃 澄川　孝美 品川・太田支部

再 〃 戸村　直樹 品川・太田支部

再 〃 松本　洋一 品川・太田支部

再 〃 中川　雅一 文京支部

再 〃 山下大樹郎 墨田支部（本部推薦）

再 監　事 井上　雄治 品川・太田支部（本部推薦）

理事１３名・監事１名

通
常
総
会
を
書
面
決
議
と
し
た

こ
と
、
ゴ
ル
フ
大
会
等
の
厚
生

事
業
の
中
止
、
技
能
検
定
の
中

止
、
技
能
五
輪
の
無
観
客
で
の

開
催
、
資
材
の
共
同
購
入
も
大

幅
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
等
が
報

告
さ
れ
た
。
収
支
決
算
報
告
で

は
、
最
終
20
万
余
の
黒
字
決
算

と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
承
認
さ
れ
た
令
和
３

年
度
事
業
計
画
は
次
の
と
お

り
。

一
．
組
合
の
取
り
扱
う
資
材
、

そ
の
他
購
買
斡
旋
及
び

共
同
購
入
事
業

二
．
組
合
員
及
び
従
業
員
の
厚

生
に
関
す
る
諸
施
策
及
び

事
務
代
行
事
業
（
健
康
保
険
・

労
災
保
険
等
の
取
扱
い
事
務

等
）

三
．
事
業
主
等
の
諸
届
け
・
申

請
等
に
関
す
る
諸
施
策
及
び

事
務
代
行
事
業

四
．
組
合
内
の
工
事
の
受
注
斡

旋
及
び
施
工
の
指
導
に
関
す

る
事
業

五
．
機
関
誌
（
東
タ
煉
協
報
）

の
発
行
及
び
従
業
員
の
表
彰

及
び
顕
彰
に
関
す
る
事
業

六
．
資
金
の
貸
し
付
け
指
導
に

関
す
る
事
業

表彰される葭原副理事長

大野会長・東タ築森井理事長・葭原副理事長

続投が決まった瀧山理事長

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

を
審
議
す
る
臨
時
総
会
お
よ
び

臨
時
理
事
会
を
６
月
23
日（
水
）

組
合
事
務
所
に
お
い
て
、
通
常

総
会
と
同
様
の
形
式
で
開
催
し

た
。

　

審
議
の
結
果
全
理
事
・
監
事

が
再
任
、
瀧
山
理
事
長
の
続

投
、
葭
原
・
上
島
副
理
事
長
の

再
任
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
各
事

業
部
長
も
全
て
再
任
と
な
っ
て

い
る
。

【
臨
時
総
会
・
臨
時
理
事
会
】
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本
来
で
す
と
、
支
部
会
の
開

催
等
品
川
・
太
田
支
部
の
近
況

等
の
報
告
を
す
る
の
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
一
年
半
に
お
よ
び
、
何

ひ
と
つ
こ
の
紙
面
で
ご
報
告
す

る
よ
う
な
会
合
が
開
催
で
き
ず

に
い
ま
す
。
こ
の
先
、
何
時
に

な
れ
ば
少
し
は
正
常
に
向
か
う

の
か
と
不
安
に
な
り
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
、
今
年
に
入
っ

て
も
仕
事
の
受
注
は
ま
ず
ま
ず

あ
り
ま
し
た
の
で
、
な
ん
と
か

●
品
川
・
太
田
支
部

経
営
的
に
乗
り
越
え
ら
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　

組
合
支
部
や
本
部
の
皆
様
と

も
一
日
も
早
く
、
今
ま
で
よ
り

頻
繁
に
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
日

が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
い
つ
つ
ペ
ン
を
取
っ

て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し

つ
つ
︙
︙
。

松
本　

洋
一
・
記

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
と
別
に
設

け
て
い
る
レ
ベ
ル
判
定
シ
ス
テ

ム
の
運
用
が
６
月
16
日
を
も
っ

て
一
旦
停
止
さ
れ
た
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
技
能
者
の
技

能
（
保
有
資
格
・
講
習
受
講
記

録
）
と
経
験
（
就
業
履
歴
な
ど
）

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
レ
ベ
ル

判
定
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
別
シ
ス

テ
ム
と
な
る
「
レ
ベ
ル
判
定
シ

ス
テ
ム
」
で
２
０
２
０
年
４
月

に
運
用
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

利
用
者
に
と
っ
て
は
二
つ
の
シ

ス
テ
ム
で
申
請
手
続
き
及
び
手

数
料
が
生
じ
る
二
重
の
負
担
感

が
あ
り
、
利
用
実
績
も
伸
び
悩

ん
で
い
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
の
二

重
手
続
き
の
負
担
を
解
消
し
、

登
録
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
技
能
登
録

と
レ
ベ
ル
判
定
の
一
体
化
（
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
）
に
向
け
た
検

討
を
開
始
し
、
新
た
な
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
要
す
る
一
定
期

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
技
能
者
登
録
の

レ
ベ
ル
判
定
シ
ス
テ
ム
が
停
止
に

シ
ス
テ
ム
停
止
期
間
中
の
審
査
は

﹁
レ
ベ
ル
判
定
実
施
機
関
﹂
が
実
施

間
、
現
行
の
レ
ベ
ル
判
定
シ
ス

テ
ム
の
運
用
が
停
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
な
お
、
そ
の
間

の
レ
ベ
ル
判
定
に
つ
い
て
は
、

レ
ベ
ル
判
定
実
施
機
関
に
て
可

能
な
範
囲
で
受
け
付
け
・
審
査

を
行
う
方
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
タ
煉
は
「
タ
イ
ル
工
」
の

レ
ベ
ル
判
定
実
施
機
関
と
な
っ

て
お
り
、
現
時
点
で
審
査
の
方

式
、
レ
ベ
ル
別
カ
ー
ド
の
発
行

方
式
等
未
確
定
な
部
分
も
あ
る

が
、
タ
イ
ル
張
り
技
能
者
の
不

令和３年度第３回登録タイル張り基幹技能者講習
受講申込８月２日（月）より受付開始

１．開催日　令和３年１１月６日（土）～７日（日）	[ ２日間 ]
　　　　　　受　付　８：３０～
　　　　　　講　習　８：５０～１７：００（休憩時間含む）

２．会　場　全国左官タイル塗装業国民健康保険組合
　　　　　　こくほ２１　２階会議室
　　　　　　東京都新宿区市谷田町２－２９

３．受講申請期間　令和３年８月２日（月）～９月３０日（木）
	 	 [ 到着分まで ] ※ただし定員になりしだい締め切ります。

４．募集定員　２０名

５．受講料　　￥４４，０００円（税込み）

第５９回技能五輪全国大会
東京都大会

日　程　１２月１７日（金）～２０日（月）
競　技　１２月１８日（土）～１９日（日）
会　場　東京ビッグサイト他１３会場
実施競技　４２職種（予定）
※　タイル張り：東京ビッグサイト　南展示場１Ｆ
　　東タ協会員企業から選手３名参加予定

利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
、
可
能

な
限
り
レ
ベ
ル
判
定
を
実
施
す

る
意
向
だ
。
た
だ
し
、
レ
ベ
ル

判
定
の
審
査
事
務
に
つ
い
て

は
、
日
タ
煉
事
務
局
で
行
う
か
、

審
査
の
委
託
業
務
を
申
し
出
て

い
る
他
団
体
に
委
託
す
る
か
現

在
日
タ
煉
本
部
で
検
討
中
と
の

こ
と
だ
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
開
始
時
期

等
は
未
定
だ
が
、
レ
ベ
ル
判
定

の
審
査
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
保

有
資
格
、
講
習
受
講
記
録
、
就

業
履
歴
等
の
技
能
者
情
報
を
基

に
審
査
す
る
こ
と
に
な
る
。
た

だ
し
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
以
前
の

就
業
履
歴
は
別
途
「
経
歴
証
明

書
」
の
提
出
が
必
要
な
の
で
注

意
が
必
要
だ
。

熱
中
症
を

防
ご
う
！

　

毎
年
、
夏
に
集
中
し
て
熱
中
症
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
昨
年
の
熱
中
症
に
よ
る
死
傷
者
は
全

産
業
で
９
５
９
人
で
22
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
建
設
業
は
２
１
５
人
で
死

亡
者
が
７
人
と
全
産
業
中
最
多
の
数
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
近
年
、
気
候
変
動
で
猛
暑
が
続
き
、

直
近
の
５
年
を
見
て
も
熱
中
症
に
よ
る
労
働
災

害
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
に
対
し
て
は
、
正
し
い
知
識
と
適
切

な
予
防
対
策
や
応
急
処
置
が
必
要
で
す
。

　

今
年
の
夏
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
を
抑
え
、
熱
中
症
の
予
防
対
策
を

徹
底
し
、
今
年
の
夏
も
元
気
に
乗
り
切
っ
て
下

さ
い
。

（
事
業
・
広
報
部
）

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
事
長
　
瀧
山
　
有
二

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
副
理
事
長
　
葭
原
　
隆
雄

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
副
理
事
長
　
上
島
　
康
秀

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

総
務
・
経
理
部
長
　
堀
越
　
孝
志

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

事
業
・
広
報
部
長

伊
藤
　
徹

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

資
材
・
技
術
部
長

澄
川
　
孝
美

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

厚
生
・
組
織
部
長

山
下
大
樹
郎

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
　
事
　
狩
野
　
明
彦

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
　
事

突
川
　
雄
太

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
　
事
　
戸
村
　
直
樹

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
　
事

土
屋
　
　
浩

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
　
事
　
松
本
　
洋
一

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
　
事

中
川
　
雅
一
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ど
に
至
る
ま
で
詳
細
な
説
明
、

確
認
、
協
議
が
行
わ
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
前

年
度
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
検
定
実

施
が
見
合
わ
せ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
２
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
感

じ
さ
せ
ず
、
本
年
度
の
実
施
に

向
け
た
熱
い
意
気
込
み
が
感
じ

ら
れ
る
充
実
し
た
協
議
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
最
近
の
注
意
事

項
な
ど
を
踏
ま
え
、
安
全
か
つ

公
平
公
正
な
試
験
実
施
に
向
け

た
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
が
実
施

さ
れ
た
。

　

特
に
、
今
年
度
は
厚
生
労
働

省
の
定
め
る
「
技
能
検
定
の
実

施
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
、
感
染
拡
大
防
止

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
提
出
、
当

日
の
検
温
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
指
の
消
毒
な
ど
感
染
防
止
対

策
に
徹
底
を
期
す
よ
う
コ
ロ
ナ

禍
に
対
応
し
た
申
し
合
わ
せ
が

行
わ
れ
た
。

　

本
年
度
の
タ
イ
ル
張
り
技
能

検
定
実
技
試
験
の
申
込
者
は
、

1
級
45
名
、
２
級
18
名
の
合
計

63
名
。
ま
た
、
本
年
度
の
検
定

委
員
及
び
補
佐
員
は
連
合
会
を

構
成
す
る
３
団
体
か
ら
選
出
さ

れ
て
い
る
次
の
方
々
が
担
当
す

第 232 号

〒 130-0011
東京都墨田区石原

2-18-2

TEL 03-3623-9196
FAX 03-3623-9198

　 東 京 タ イ ル 築 炉 業　
　 協　 同　 組　 合　 内　

　
東京都タイル煉瓦
工事業組合連合会

　

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組

合
は
、
５
月
21
日
（
金
）
東
京
・

亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
５
階
会
議

室
に
お
い
て
第
17
回
（
通
期
第

74
回
）
総
会
を
開
催
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
東
京
都
に
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
い
る
状

況
で
は
あ
っ
た
が
、
役
員
改
選

等
の
重
要
議
案
を
決
議
す
る
た

め
、
参
加
者
を
制
限
す
る
な
ど

感
染
防
止
対
策
に
徹
底
を
期
し

開
催
し
た
。
そ
の
た
め
、
毎
年

総
会
終
了
後
に
開
催
し
て
い
る

友
誼
団
体
や
メ
ー
カ
ー
・
商
社

を
招
い
て
の
懇
親
会
は
中
止
と

な
っ
た
。

　

会
議
は
、
こ
れ
ま
で
理
事
長

代
行
を
務
め
て
き
た
金
澤
久
雄

副
理
事
長
が
議
長
に
就
任
、
役

員
改
選
は
じ
め
令
和
２
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、
令

和
３
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
案
、
令
和
２
年
度
労
働
保
険

事
務
組
合
事
業
報
告
・
共
済
会

収
支
報
告
な
ど
、
十
二
議
案
が

審
議
・
承
認
さ
た
。

　

役
員
改
選
は
、
現
役
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
本
総
会
並
び
に

総会の模様

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
共
同
組
合

　
第
17
回
（
通
期
第
74
回
）
総
会
を
開
催

　
　

重
田
理
事
長
が
勇
退

　
　

新
理
事
長
に
森
井
政
明
氏
が
就
任

令
和
３
年
度
タ
イ
ル
張
り
技
能
検
定

「
水
準
調
整
会
議
」
を
開
催

　

東
京
都
の
令
和
３
年
度
タ
イ

ル
張
り
技
能
検
定
実
技
試
験

は
、８
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

の
両
日
、
城
東
職
業
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
東
京
都
タ

イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組
合
連
合
会

は
水
準
調
整
会
議
を
６
月
１
日

（
火
）
江
戸
川
区
・
船
堀
タ
ワ
ー

ホ
ー
ル
3
階
会
議
室
で
開
催
し

た
。

　

会
議
は
、
瀧
山
有
二
技
能
検

定
運
営
委
員
長
と
島
村
新
主
席

検
定
委
員
を
中
心
に
進
行
さ

れ
、
技
能
検
定
の
日
程
確
認
か

ら
、
役
割
分
担
、
留
意
事
項
な

臨
時
理
事
会
に
お
い
て
審
議
さ

れ
、
新
役
員
が
決
定
し
た
。
平

成
29
年
か
ら
４
年
間
理
事
長
を

務
め
た
重
田
功
弥
理
事
長
が
退

任
と
な
り
、
副
理
事
長
の
森
井

政
明
氏
が
新
理
事
長
に
選
出
さ

れ
、
新
旧
理
事
長
の
交
替
が
行

わ
れ
た
。

　

森
井
新
理
事
長
か
ら
「
組
合

並
び
に
タ
イ
ル
業
界
の
発
展
に

向
け
尽
力
す
る
」
旨
の
力
強
い

意
思
表
明
が
あ
り
、
会
場
は
万

雷
の
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

☆
「
悟
り
の
岸
へ
合
わ
す
手
と
手
が
渡
し

舟
」

　

あ
る
お
寺
に
書
い
て
あ
っ
た
言
葉
。

☆
「
誰
か
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に
貴
方
が

生
ま
れ
て
来
た
の
で
す
よ
」

☆
ス
ポ
ー
ツ
は
筋
書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
。

☆
元
気
が
あ
れ
ば
、わ
ん
ぱ
く
で
も
い
い
。

☆
鶴
田
浩
二
“
同
期
の
桜
”
台
詞

　

昭
和
二
〇
年
三
月
二
一
日
、
陽
光
麗
ら

か
な
日
、

「
美
し
く
立
派
に
散
る
ぞ
！
」
そ
う
言
っ

て
一
番
機
に
向
か
う
戦
友
（
と
も
）
の
胸

に
、

　

俺
は
ま
だ
蕾
だ
っ
た
桜
の
一
枝
を
飾
っ

て
送
っ
た
。

　

明
日
は
俺
の
番
だ
。

　

死
ぬ
時
が
別
々
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
靖
国
神
社
で
逢
え
る
。

　

そ
の
時
は
、
き
っ
と
桜
の
花
も
満
開
だ

ろ
う
。

　

三
月
二
六
日
、
花
爽
や
か
に
開
く
日
、

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
只
今
よ
り
出

発
し
ま
す
。

　

こ
の
世
に
生
を
受
け
て
二
十
三
年
、

　

ま
さ
か
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
よ
り
早

く
死
ぬ
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

お
母
さ
ん
「
泣
く
な
」
と
言
う
の
は
無

理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
ど
う
か
「
よ
く
死
ん
で
く
れ

た
！
」
そ
う
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
祖
国
を
護
る
た
め
に
死
ん
で

行
く
の
で
す
か
ら
。

　

四
月
二
日
、
春
雨
の
煙
る
日

　

幸
か
、
不
幸
か
、
俺
は
ま
だ
今
日
も
生

き
延
び
て
い
る
。

　

だ
が
、
雨
が
上
が
り
、
虹
が
橋
を
架
け
、

茜
色
の
夕
焼
け
空
が
拡
が
る
時
に
、

　

俺
は
必
ず
征
く
。

　

後
に
続
く
こ
と
を
信
じ
て
。

　

俺
た
ち
の
死
を
決
し
て
、
犬
死
に
し
て

も
ら
い
た
く
な
い
の
だ
。

　

海
軍
少
尉
、
小
野
栄
一
、
身
長
五
寸
七

尺
、
体
重
十
七
貫
五
百
、
極
め
て
健
康
！

“
同
期
の
桜
”
歌
詞

　

貴
様
と
俺
と
は
同
期
の
桜

　

同
じ
兵
学
校
の
庭
に
咲
く

　

咲
い
た
花
な
ら
散
る
の
は
覚
悟

　

み
ご
と
散
り
ま
し
ょ
国
の
為

☆
常
に
最
悪
の
こ
と
を
考
え
よ
う
！　

こ

れ
が
「
危
機
管
理
」
の
基
本
。

☆
人
生
は
仕
事
を
し
て
い
る
姿
が
一
番
美

し
い
。

☆
「
待
て
ば
海
路
の
日
和
あ
り
」

　

い
ら
だ
た
ず
待
っ
て
い
れ
ば
早
晩
幸
運

が
到
来
す
る
。

　
「
待
て
ば
甘
露
の
日
和
あ
り
」
と
も
。

☆
「
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
」

　

明
日
は
、
今
日
と
は
違
っ
た
明
日
の
風

が
吹
く
。

　

将
来
の
こ
と
は
気
に
し
な
い
で
、
現
在

を
十
分
楽
し
む
ほ
う
が
よ
い
。

☆
「
渡
る
世
間
に
鬼
は
な
い
」

　

世
間
に
は
薄
情
な
人
ば
か
り
で
あ
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
情
け
深
い
人
も
い

る
。

　
「
人
を
見
た
ら
泥
棒
と
思
え
」
の
反
対
。

☆
「
秋
茄
子
は
嫁
に
食
わ
す
な
」

　

秋
茄
子
は
お
い
し
い
の
で
、
姑
が
嫁
に

食
べ
さ
せ
た
が
ら
な
い
と
い
う
意
味
。

　

ま
た
、
食
べ
る
と
体
を
冷
や
す
の
で
、

ま
た
、
秋
茄
子
は
種
が
少
な
い
の
で
、

　

子
供
が
で
き
な
い
と
い
う
縁
起
も
か
つ

い
で
、
嫁
に
食
べ
さ
せ
な
か
っ
た
と
も
い

う
。

コ
ラ
ム

時
の
流
れ
、
徒
然
に
書
き
留
め
た
言
葉　

第
五
弾

	
	

	

永
井
タ
イ
ル
代
表　

東
タ
協
顧
問　
永
井　

博

る
。

【
検
定
委
員
（
敬
称
略
）】

島
村
新
（
首
席
）、瀧
山
有
二
、

桑
原
哲
夫
、
相
田
誠
、
堀
越

孝
志
、
山
﨑
秀
一
、
佐
瀬
浩

司
、
廣
瀬
達
也
、
仁
科
明
、

小
林
孝
至

【
補
佐
員
（
敬
称
略
）】

新
井
賢
次
、
伊
奈
健
至
、
金

澤
徳
久
、
梅
本
行
伸
、
柴
高

治
、
長
沼
優
、
重
田
雄
平
、

和
田
基
嗣
、
勝
呂
高
也
、
齊

藤
金
次
郎

東タ築の皆さん

森井新理事長

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
永
井
　
博
氏
（
永
井
タ
イ
ル
工
業
㈱
・
元
東
タ
協
理
事
長
）
が

日
常
の
徒
然
に
書
き
留
め
た
言
葉
・
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
技
能
検
定
な
ど
に

功
労
の
あ
っ
た
組
合
員
へ
の
日

タ
煉
表
彰
状
の
授
与
、
記
念
撮

影
が
行
わ
れ
、
一
日
も
早
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
を
克
服

し
、
公
私
と
も
に
こ
れ
ま
で
の

日
常
が
戻
る
こ
と
を
祈
念
し
つ

つ
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
日
タ
煉
大
野
会
長
祝
辞
】

　
「
東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同

組
合
の
令
和
３
年
度
総
会
の
開

催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
で
、
総
会
の
開

催
を
見
送
り
書
面
で
の
開
催
と

な
っ
た
団
体
が
多
く
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
、
状
況
は
昨
年
と
変
わ

ら
ず
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
多
く
の
団
体
が
役

員
改
選
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
対
面
形
式
で
の
総
会
の
開

催
に
踏
み
切
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

今
回
の
貴
組
合
の
総
会
で

は
、
重
田
理
事
長
が
退
任
さ
れ
、

森
井
政
明
副
理
事
長
が
理
事
長

に
選
出
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
重
田
理
事
長
に
は
タ
イ
ル

業
界
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
長

年
に
わ
た
る
ご
功
労
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
新
理
事
長
に
就
任
さ

れ
た
森
井
氏
は
私
ど
も
日
タ
煉

で
も
早
く
か
ら
知
ら
れ
た
逸
材

で
そ
の
活
躍
は
多
岐
に
わ
た

り
、
特
に
昨
今
で
は
登
録
タ
イ

ル
張
り
基
幹
技
能
者
講
習
に
お

い
て
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

大
変
厳
し
い
状
況
下
で
の
船

出
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
手

腕
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
し

て
も
ら
い
た
い
と
期
待
し
て
や

み
ま
せ
ん
。」


